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論 文 内 容 の 要 旨 




って誘導される形態変化は、PD98059 (extracellular signal-regulated kinase [ERK]活性化阻害剤)で阻害さ








論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
顆粒球コロニー刺激因子（G-CSF）刺激を受けたヒト好中球においては、signal transducer and activator 





によって誘導される形態変化は、PD98059（MEK [mitogen-activated protein kinase (MAPK)/ERK kinase] 阻
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る点が少なくないと考えられる。よって、本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定さ
れた。 
 
 
